
古
文
字
學
硏
究
文
獻
提
要

一
四
〇

貝
塚
茂
樹
編
『
古
代
殷
帝
國
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
四
年
）

甲
骨
學
と
殷
墟
發
掘
の
槪
說
書
で
、
貝
塚
茂
樹
の
編
に
よ
る
、
大
島
利
一
・
伊

藤
道
治
・
內
藤
戊
申
・
白
川
靜
・
樋
口
隆
康
の
共
著
。
卷
頭
に
、
甲
骨
資
料
、
殷

の
宮
殿
・
墓
の
遺
跡
、
出
土
資
料
の
圖
版
を
三
〇
頁
に
わ
た
っ
て
收
錄
し
、
卷
末

に
は

獻
目
錄
を
載
せ
る
。
本

は
各
執
筆
者
分
擔
の
五
章
か
ら
な
る
。
Ⅰ
「
龍

骨
の
祕
密
」（
大
島
）
で
は
、
淸
末
に
漢
方
で
「
龍
骨
」
と
よ
ば
れ
る
龜
甲
獸
骨

か
ら
甲
骨

字
が
發
見
さ
れ
た
經
緯
と
、
そ
の
蒐
集
及
び
硏
究
の
發
展
を
述
べ

る
。
發
見
者
の
一
人
で
あ
る
劉
鐵
雲
の
『
鐵
雲
藏
龜
』
に
よ
り
起
こ
っ
た
「
龍
骨

ブ
ー
ム
」
は
、
多
く
の
學
者
を
刺
激
し
、
孫
詒
讓
・
チ
ャ
ル
フ
ァ
ン
ト
・
林
泰
輔

ら
の
論
考
が
發
表
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
を
う
け
た
羅
振
玉
や
、
そ
の
硏
究
に
攜
わ
っ

た
王
國
維
ら
に
よ
っ
て
中
國
古
代
史
硏
究
は
飛
躍
的
に
進
化
し
た
。
彼
ら
の
苦
心

に
よ
り
、
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
甲
骨
や
そ
の
出
土
し
た
安

陽
の
殷
墟
の
學
術
的
發
掘
と
そ
れ
に
伴
う
い
っ
そ
う
精
密
な
硏
究
成
果
が
具
體
的

に
さ
れ
る
の
が
Ⅱ
「
地
上
と
地
下
」（
伊
藤
）
で
あ
る
。
中
央
硏
究
院
の
董
作
賓

が
發
掘
に
派
遣
さ
れ
て
以
降
、
發
掘
は
大
規
模
に
な
り
、
參
加
人
員
も
增
加
し
、

範
圍
も
小
屯
だ
け
で
な
く
周
邊
地
域
に
も
調
査
が
及
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
殷
の

化
は
多
く
の

化
の
要
素
の
影

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
墓
葬

群
と
そ
の
副
葬
品
、
建
物
の
敷
地
あ
と
や
竪
穴
住
居
址
、
宗
廟
や
社
稷
と
い
っ
た

祭
祀
に
つ
か
っ
て
い
た
靑
銅
器
な
ど
が
發
見
さ
れ
た
。
そ
う
い
っ
た
殷
人
の
日
々

の
生
活
を
甲
骨

字
か
ら
探
る
Ⅲ
「
殷
人
の
日
日
」（
內
藤
）
は
、「
史
記
」
に
載

せ
る
紂
王
の
話
か
ら
は
じ
ま
り
、
郭
沫
若
『
中
國
古
代
社
會
硏
究
』、
呂
振
羽
『
殷

周
時
代
的
中
國
社
會
』
な
ど
本
書
に
引
用
す
る
主
な
書
物
を
解
說
す
る
。
そ
の

後
、
甲
骨

字
を
あ
げ
て
殷
代
の
氣
候
や
動
物
、
狩
獵
と
牧
畜
、
農
業
、
天

歷

法
な
ど
に
つ
い
て
の
各
氏
の
論
、
音
樂
や
車
馬
疾
病
な
ど
の
卜
辭
を
紹
介
す
る
。

卜
辭
に
つ
い
て
更
に
詳
し
く
述
べ
る
の
は
Ⅳ
「
卜
辭
の
世
界
」（
白
川
）
で
、
貞

人
集
團
の
發
見
に
よ
る
分
期
や
分
派
、
殷
王
朝
の
成
立
か
ら
政
治
と
社
會
ま
で
を

書
く
。
甲
骨

は
中
國
古
代

化
硏
究
の
第
一
資
料
で
あ
る
が
、
當
初
か
ら
資
料

的
價
値
が
認
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
價
値
が
見
い
だ
さ
れ
た
の
ち
も
幾

度
も
の
受
難
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
出
さ
れ
た
董
作
賓
の
「
甲
骨

斷
代

硏
究
例
」、『
殷
曆
譜
』
の
二
編
は
、
こ
れ
ら
を
お
い
て
今
日
の
甲
骨
學
は
語
れ
な

い
。
最
後
の
Ⅴ
「
殷
人
の
故
鄕
」（
樋
口
）
で
は
、
解
放
後
の
中
國
考
古
學
界
の

步
み
を
ま
と
め
る
。
中
央
硏
究
院
の
資
料
の
大
部
分
は
臺
灣
に
移
り
、
一
方
中
國

本
土
で
は
中
國
科
學
院
（
現
中
國
社
會
科
學
院
）
考
古
學
硏
究
所
が
發
足
し
、
解

放
前
の
業
績
を
足
場
と
し
て
安
陽
の
發
掘
が
再
開
さ
れ
た
。
同
時
に
、
各
地
に
お

け
る
國
家
的
な
大
規
模
な
建
設
工
事
に
よ
り
、
殷
代
の
遺
跡
の
分
布
が
ほ
ぼ
推
定

さ
れ
、
安
陽
の
殷
墟
よ
り
古
い
殷

化
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
殷

の
遺
跡
の
ひ
ろ
が
り
は
、
殷

化
の
普
及
し
た
範
圍
と
し
て
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な

く
、
龍
山

化
の
範
圍
と
比

的
近
い
が
、
そ
こ
に
な
か
っ
た
大
墓
、
銅
器
の
存

在
こ
そ
が
兩
者
を
區
別
す
る
も
の
で
あ
り
、
殷

化
を
成
立
さ
せ
た
原
動
力
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

（
橫
大
路
綾
子
）


